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会議録 平成27年9月14日（月） 場 所 3階 第5研修室

会 議 名：第5回平成26年度木古内町決算審査特別委員会

出席委員：吉田委員長、手塚副委員長、佐藤委員、新井田委員、平野委員、相澤委員

福嶋委員、鈴木委員

欠席委員：なし

会議時間 午後1時30分～午後2時01分

事 務 局 吉 田、西 嶋

委員長挨拶

吉田委員長 定刻になりましたので、ただいまから9月11日に引き続き第5回平成26年度木

古内町決算審査特別委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は8名でございます。

よって、委員会条例第14条の規程による委員定足数に達しておりますので、委員会は成

立いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は別紙配付のとおりであります。

1．表決

吉田委員長 早速、平成26年度決算審査特別委員会の表決について入りたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

当委員会に付託されました認定第1号平成26年度木古内町一般会計決算認定ほか8件につ

いて、表決を行います。

お諮りいたします。

表決は1件ごとに行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 異議ないものと認めます。

次に、この特別委員会は、議長並びに監査委員の竹田議員を除く8名の全議員による委員

会でありますので、質疑、討論を省略することにご異議ございませんか。

吉田委員長 ご異議ないものと認めます。

それでは、表決を行います。

お諮りいたします。

認定第1号 平成26年度木古内町一般会計決算認定については、認定することにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第2号 平成26年度木古内町国民健康保険特別会計決算認定については、認定するこ

とにご異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第3号 平成26年度木古内町後期高齢者医療特別会計決算認定については、認定する

ことにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第4号 平成26年度木古内町国民健康保険病院事業会計決算認定については、認定す

ることにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第5号 平成26年度木古内町水道事業会計決算認定については、認定することにご異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第6号 平成26年度木古内町介護老人保健施設事業会計決算認定については、認定す

ることにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第7号 平成26年度木古内町介護保険事業特別会計決算認定については、認定するこ

とにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第8号 平成26年度木古内町介護サービス事業特別会計決算認定については認定する

ことにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

お諮りいたします。

認定第9号 平成26年度木古内町下水道事業特別会計決算認定については認定することに

ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ご異議なしと認め、認定することに決定をしました。

以上のとおり、認定第1号 平成26年度木古内町一般会計決算認定ほか8件については、

全て認定することに決定をいたしました。

暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後1時33分

再開 午後1時35分

２．委員会報告のまとめ

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ただいま平成26年度木古内町決算審査特別委員会審査報告書が皆さんのお手元に配付さ

れました。

1番目から3番目までは例年どおりですので、この部分をちょっと省略をしまして、審査

所見について、きょう午前中副委員長、事務局の中でいろいろ相談しながら審査所見が一

応案として出しますので、皆さんのご意見をお聞きしたいと思います。

それでは審査所見については、手塚副委員長に朗読させますので、よろしくお願いいた

します。

手塚副委員長。

手塚副委員長 それでは、審査所見を朗読いたします。

平成26年度各会計決算の内、一般会計については、人口減少問題がクローズアップされ、

地方創生による先行型事業予算や新幹線関連事業予算の次年度への繰越額も多く、健全化

4指標である将来負担率も起債借入額の増により上昇している。

また、各企業会計については、46年ぶりに会計制度が改正された中での決算となった。

この改正により、国民健康保険病院事業会計では、前年度と比べ経営の実態に変化がない

にも係わらず、新たに退職手当給付引当金等の計上義務が課せられたことにより決算上赤

字となっている。

このような決算状況の中、税や使用料等の収納率について、現年度分は前年度と比較し

向上しているものもあり各担当課の努力は評価するが、過年度分は伸び悩んでいる。特に

住宅使用料については、入居請書に記載されている事項を入居者が履行しない場合は、退

去勧告等を行い、悪質と思われる場合は、法的措置も辞さない毅然たる対応を要望する。

なお、新年度予算については、各課の経費節減は基より、消費税のさらなる増税や少子

高齢化、新幹線開業後を見据えた予算編成が行われることを強く要望する。

以上でございます。

吉田委員長 ただいま、手塚副委員長のほうから審査所見についてありました。皆さんの

ご意見をお聞きいたします。

ありませんか。

平野委員。

平野委員 まず1点、全体としては流れ的にも難しい審査もなかったですしいいのかなと思

う中で、企業会計の病院会計。制度が替わって退職手当引当金が義務づけされたことによ

りの赤字になっているのはあっているのですけれども、「前年度と比べて経営の実態に変

化がないにも係わらず」という言葉については、はたして実際の試算と言いますか落ちて

いるにも係わらず、横並びで経営が上手くいっているのだというふうに取られるのですけ

れども、この辺の文言についてはこれで適切かどうかを皆さんの意見を聞いたほうがいい



- 4 -

のではないのかなと感じますが、如何でしょうか。

吉田委員長 これは、病院の審査の時にほとんど質疑がなかったという点もあるのです。

その辺はあるのですけれども、小澤管理者のほうから「この改訂がありました」、と病院

会計の中でそういう文言がたぶんあったのですよね。そして、「いま赤字になります、こ

れから病院も大変です」ということで、この部分やはり当委員会としても一番大事なこと

を町民に知らせなければならないのかなと思ったので、この文言を入れさせていただきま

した。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時40分

再開 午後1時50分

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、審査所見を私のほうから再度読み上げます。

平成26年度各会計決算の内、一般会計については、人口減少問題がクローズア

ップされ、地方創生による先行型事業予算や新幹線関連事業予算の次年度への繰

越額も多く、健全化4指標である将来負担率も起債借入額の増により上昇している。

また、各企業会計については、46年ぶりに会計制度が改正された中での決算となった。

この改正により、国民健康保険病院事業会計では、新たに退職手当給付引当金等の計上義

務が課せられたことにより決算上大幅な赤字となっている。

このような決算状況の中、税や使用料等の収納率について、現年度分は前年度と比較し

向上しているものもあり各担当課の努力は評価するが、過年度分は伸び悩んでいる。特に

住宅使用料については、入居請書に記載されている事項を入居者が履行しない場合は、退

去勧告等を行い、悪質と思われる場合は、法的措置も辞さない毅然たる対応を要望する。

なお、新年度予算については、各課の経費節減は基より、消費税のさらなる増税や人口

減に伴う少子高齢化、新幹線開業後を見据えた予算編成が行われることを強く要望する。

よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、修正するまで。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時52分

再開 午後1時52分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ただいま休憩の中で、もう1点出ましたので、その部分を修正します。なお、下から2行

目から朗読しますので、よろしくお願いいたします。

なお、平成28年度予算については、各課の経費節減は基より、消費税のさらなる増税や
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人口減に伴う少子高齢化、新幹線開業後を見据えた予算編成が行われることを強く要望す

る。

よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、新しい審査所見ができるまで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時55分

再開 午後2時00分

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

ただいま、皆さんのお手元に審査所見が修正されて配付されております。先ほど委員会

の中で修正した部分を読み上げましたので、この部分は省略をさせていただきます。

あとほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、平成26年度木古内町決算審査特別委員会をこれをもちまして終了

いたします。

皆さん、ありがとうございました。お疲れ様でした。

説明員、傍聴人、報道 なし

平成26年度決算審査特別委員会

委員長 吉 田 裕 幸


